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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年12月期第３四半期の連結業績（平成28年１月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年12月期第３四半期 145,245 23.0 39,816 34.6 38,175 25.3 26,131 13.2 

27年12月期第３四半期 118,049 △24.5 29,572 20.3 30,465 35.4 23,082 54.2 
 
（注）包括利益 28年12月期第３四半期 21,307 百万円 （2.6％）   27年12月期第３四半期 20,748 百万円 （△2.6％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年12月期第３四半期 39.68 39.66 

27年12月期第３四半期 36.62 36.59 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年12月期第３四半期 1,127,185 325,457 28.4 488.02 

27年12月期 1,091,266 317,045 28.6 474.90 
 
（参考）自己資本 28年12月期第３四半期 321,236 百万円   27年12月期 312,937 百万円 

 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年12月期 － 5.50 － 10.00 15.50 

28年12月期 － 8.00 －     

28年12月期（予想）       8.00 16.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成28年12月期の連結業績予想（平成28年１月１日～平成28年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 200,000 17.6 50,000 19.0 47,000 10.4 30,500 △9.3 46.32 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

予測が困難として記載しておりませんでした営業収益（売上高）の業績予想について記載しております。 
詳細につきましては、本日（平成28年10月28日）公表の「通期連結営業収益（売上高）予想の追加開示に関するお知らせ」をご覧ください。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  － 社  （社名）－  、除外  － 社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）詳細は、添付資料Ｐ.４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (3）会計方針の変更・会計上の見
積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年12月期３Ｑ 662,738,871 株 27年12月期 662,561,871 株 

②  期末自己株式数 28年12月期３Ｑ 4,497,364 株 27年12月期 3,614,046 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年12月期３Ｑ 658,442,840 株 27年12月期３Ｑ 630,251,270 株 

 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財

務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 
 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間の連結業績は、前連結会計年度及び当連結会計年度に竣工、取得した物件による不動

産賃貸収入の増加に加え、販売用不動産の売上が増加したことなどにより、営業収益は145,245百万円(前年同期比

27,195百万円、23.0％増)、営業利益は39,816百万円(前年同期比10,244百万円、34.6％増)、経常利益は38,175百

万円(前年同期比7,709百万円、25.3％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は26,131百万円(前年同期比3,049

百万円、13.2％増)となりました。

 各セグメントの業績は、次の通りであります。

（各セグメントの営業収益は、セグメント間の内部営業収益、振替高を含みます。） 

（不動産事業）

 当社グループの中核事業は、東京23区を中心に、約210件（販売用不動産除く）の賃貸物件・賃貸可能面積約

103万㎡を活用した不動産賃貸業務であります。強固な賃貸ポートフォリオ構築の観点から、建替の着実な推進

によるポートフォリオの質的向上、ＣＲＥなど戦略的ソーシングによる着実なポートフォリオの拡充に取り組ん

でおります。また、ヒューリックサイズの高品質・好立地物件での開発事業を軸とした不動産バリューアッドビ

ジネスの推進や３Ｋ（高齢者・観光・環境）の各分野におけるビジネス領域の拡大と深化などにも取り組んでお

ります。

 当第３四半期連結累計期間における建替の状況につきましては、調布富士ビル（平成29年３月竣工予定）、蒲

田富士ビル（平成29年７月竣工予定）、板橋富士ビル（平成30年２月竣工予定）及び府中富士ビル（平成30年６

月竣工予定）の建替計画が順調に進行しております。なお、当第３四半期連結累計期間において、新たに目白富

士ビル（平成30年６月竣工予定）、昭栄駿河台ビル（平成30年９月竣工予定）及び王子富士ビル（平成31年２月

竣工予定）の建替を決定しております。

 当第３四半期連結累計期間の新規物件（固定資産）の取得につきましては、ヒューリック渋谷宮下公園ビル

（東京都渋谷区）、ヤマト羽田ビル（東京都大田区）、ヒューリック神宮前五丁目ビル（東京都渋谷区）、ヒュ

ーリック新川崎ビル（川崎市幸区）、グランドニッコー東京 台場（底地）（東京都港区）、銀座東和ビル（東

京都中央区）、Ｂｌｅｕ Ｃｉｎｑ Ｐｏｉｎｔ（東京都港区）の一部及びヒューリック仲御徒町ビル（東京都

台東区）を取得いたしました。

 開発業務（固定資産）につきましては、大森駅前商業開発（東京都品川区）、（仮称）ヒューリック渋谷井の

頭通りビル（東京都渋谷区）、（仮称）新橋二丁目開発計画（東京都港区）、（仮称）日体大深沢開発計画（東

京都世田谷区）、（仮称）六本木三丁目相鉄ホテル開発計画（東京都港区）、（仮称）河口湖ふふ開発計画（山

梨県南都留郡富士河口湖町）、（仮称）ヒューリック有楽町二丁目開発計画（東京都千代田区）（一部は販売

用）及び（仮称）築地三丁目開発計画（東京都中央区）が順調に進行しております。

 販売用不動産につきましては、京橋サウス（東京都中央区）、西葛西３丁目ビル（東京都江戸川区）、ヒュー

リック銀座花椿通ビル（東京都中央区）及びヒューリック銀座イーストビル（東京都中央区）などを取得し、ヒ

ューリック神谷町ビル（東京都港区）の一部、リーフみなとみらい（底地）（横浜市西区）、オーキッドスクエ

ア（東京都千代田区）、高輪ＳＩＡビル（東京都港区）、当第３四半期連結累計期間に竣工したトラストガーデ

ン常磐松（東京都渋谷区）、ヒューリック虎ノ門ビル（東京都港区）の一部、ヒューリック銀座花椿通ビル（底

地）（東京都中央区）の一部の他７物件を売却しております。販売用不動産に係る開発業務につきましては、開

発中の（仮称）ヒューリック渋谷公園通りビル計画（東京都渋谷区）及び（仮称）ヒューリック有楽町二丁目開

発計画（東京都千代田区）が順調に進行しております。

 このように、当セグメントにおける事業は順調に進行しており、前連結会計年度及び当連結会計年度に竣工、

取得した物件による不動産賃貸収入の増加に加え、販売用不動産の売上が増加したことなどから、当第３四半期

連結累計期間の営業収益は121,525百万円(前年同期比27,370百万円、29.0％増)、営業利益は42,731百万円(前年

同期比11,604百万円、37.2％増)となりました。

 
（保険事業） 

 保険事業におきましては、連結子会社であるヒューリック保険サービス株式会社が、国内・外資系の保険会社

と代理店契約を結んでおり、法人から個人まで多彩な保険商品を販売しております。保険業界の事業環境は引き

続き厳しい環境にありますが、既存損保代理店の営業権取得を重点戦略として、法人取引を中心に拡充しており

ます。

 この結果、当セグメントにおける営業収益は2,439百万円(前年同期比△61百万円、2.4％減)、営業利益は767

百万円(前年同期比△99百万円、11.4％減)となりました。
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（人材関連事業） 

 人材関連事業におきましては、連結子会社である株式会社アヴァンティスタッフが、人材派遣・人材紹介事業

等をおこなっております。同社では、主力ビジネスである人材派遣事業の増強をはかるとともに、企業及び求職

者の多様化するニーズに対応するべく、総合人材サービス企業としてのノウハウを活用し、様々な人材サービス

の提案、提供をおこなっております。

 この結果、当セグメントにおける営業収益は14,330百万円(前年同期比△68百万円、0.4％減)、営業利益は312

百万円(前年同期比△98百万円、23.9％減)となりました。

 

（その他）

 その他におきましては、連結子会社であるヒューリックビルド株式会社が、当社保有ビル等の営繕工事、テナ

ント退去時の原状回復工事、新規入居時の内装工事を中心に受注実績を積み上げておりますほか、連結子会社で

あるヒューリックオフィスサービス株式会社による給食業務の受託事業等が寄与した結果、営業収益は8,277百

万円(前年同期比△445百万円、5.1％減)、営業利益は567百万円(前年同期比△5百万円、0.9％減)となりまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、1,127,185百万円となり、対前期末比で35,918百万円増加いたし

ました。当社グループにおいては、強固な賃貸ポートフォリオ構築の観点から、既存保有物件建替の着実な推

進、ＣＲＥなど戦略的なソーシング等に取り組んでおります。

 また、ヒューリックリート投資法人の中長期的な収益向上と運用資産の着実な積上げを実現するために、スポ

ンサーとしてのサポートやバックアップに努めてまいります。

 主な項目の増減は以下の通りであります。 

①現金及び預金 6,895百万円減少 

②販売用不動産 21,492百万円減少（物件の取得、竣工及び売却） 

③建物及び構築物 7,489百万円増加（物件の取得及び竣工等） 

④土地 68,576百万円増加（物件の取得等） 

⑤建設仮勘定 3,486百万円増加（建替及び開発計画の進行、物件の竣工） 

⑥投資有価証券 3,001百万円減少（投資有価証券の取得及び有価証券の含み益の減少等） 

 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、801,727百万円となり、対前期末比で27,506百万円増加いたしま

した。これは、主に、設備投資等に伴い、資金調達をおこなったことによるものであります。

 当社グループの借入金残高は644,713百万円となっておりますが、このうち特別目的会社（ＳＰＣ）のノンリ

コースローンが3,600百万円含まれております。金融機関からの資金調達については、高い収益力を背景として

安定的に低コストで調達をおこなっております。

 

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、325,457百万円となり、対前期末比で8,412百万円増加いたしま

した。このうち株主資本合計は、294,703百万円となり、対前期末比で13,334百万円増加しております。これ

は、主に、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加及び配当金の支払による利益剰余金の減

少によるものであります。

 また、その他の包括利益累計額合計は、26,532百万円となり、対前期末比で5,035百万円減少いたしました。

これは、主に、有価証券の含み益が7,983百万円減少したことによるその他有価証券評価差額金の減少によるも

のであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年１月29日に公表した平成28年12月期の連結業績予想のうち、予測が困難として開示をおこなわなかった

営業収益（売上高）の業績予想について公表しております。

詳細につきましては、本日（平成28年10月28日）公表の「通期連結営業収益（売上高）予想の追加開示に関する

お知らせ」をご覧ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更をおこなっております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連

結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えをおこなっておりま

す。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 31,224 24,329 

受取手形及び営業未収入金 3,870 4,276 

商品 0 0 

販売用不動産 86,587 65,095 

仕掛販売用不動産 21,001 21,242 

未成工事支出金 45 300 

貯蔵品 38 33 

営業投資有価証券 2,256 1,031 

繰延税金資産 9,024 765 

その他 6,215 1,696 

貸倒引当金 △4 △4 

流動資産合計 160,261 118,765 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 189,885 197,375 

機械装置及び運搬具（純額） 2,972 2,924 

土地 580,352 648,929 

建設仮勘定 2,517 6,003 

その他（純額） 762 757 

有形固定資産合計 776,490 855,990 

無形固定資産    

のれん 4,942 4,212 

借地権 21,758 21,495 

その他 442 447 

無形固定資産合計 27,143 26,155 

投資その他の資産    

投資有価証券 114,362 111,361 

差入保証金 7,165 8,895 

繰延税金資産 724 733 

退職給付に係る資産 12 23 

その他 4,608 4,925 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 126,873 125,939 

固定資産合計 930,507 1,008,085 

繰延資産    

繰延資産合計 497 334 

資産合計 1,091,266 1,127,185 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 240,687 120,412 

短期社債 － 1,999 

1年内償還予定の社債 100 100 

未払費用 3,104 3,477 

未払法人税等 933 2,319 

前受金 4,959 5,854 

賞与引当金 324 451 

役員賞与引当金 145 95 

その他 7,522 6,342 

流動負債合計 257,778 141,053 

固定負債    

社債 38,000 38,000 

長期借入金 379,425 524,301 

繰延税金負債 44,605 40,088 

役員退職慰労引当金 64 66 

株式給付引当金 － 358 

退職給付に係る負債 1,075 1,153 

長期預り保証金 51,036 54,160 

その他 2,235 2,545 

固定負債合計 516,442 660,673 

負債合計 774,221 801,727 

純資産の部    

株主資本    

資本金 62,641 62,668 

資本剰余金 78,706 78,733 

利益剰余金 140,214 154,440 

自己株式 △193 △1,139 

株主資本合計 281,368 294,703 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 31,708 26,659 

繰延ヘッジ損益 △73 △57 

退職給付に係る調整累計額 △66 △69 

その他の包括利益累計額合計 31,568 26,532 

非支配株主持分 4,108 4,221 

純資産合計 317,045 325,457 

負債純資産合計 1,091,266 1,127,185 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業収益 118,049 145,245 

営業原価 78,243 92,902 

営業総利益 39,806 52,342 

販売費及び一般管理費 10,233 12,525 

営業利益 29,572 39,816 

営業外収益    

受取利息 7 8 

受取配当金 892 938 

持分法による投資利益 786 683 

賃貸解約関係収入 480 260 

その他 1,982 192 

営業外収益合計 4,149 2,083 

営業外費用    

支払利息 3,081 3,442 

その他 174 283 

営業外費用合計 3,255 3,725 

経常利益 30,465 38,175 

特別利益    

固定資産売却益 421 247 

投資有価証券売却益 3,679 － 

匿名組合等投資利益 3 94 

その他 21 0 

特別利益合計 4,125 342 

特別損失    

固定資産売却損 33 0 

固定資産除却損 279 576 

建替関連損失 1,673 666 

投資有価証券売却損 4 － 

投資有価証券評価損 0 － 

減損損失 － 193 

貸倒引当金繰入額 0 － 

その他 7 8 

特別損失合計 1,998 1,444 

税金等調整前四半期純利益 32,592 37,073 

法人税、住民税及び事業税 9,470 4,114 

法人税等調整額 △182 6,614 

法人税等合計 9,288 10,729 

四半期純利益 23,304 26,344 

非支配株主に帰属する四半期純利益 222 212 

親会社株主に帰属する四半期純利益 23,082 26,131 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 23,304 26,344 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,179 △5,078 

繰延ヘッジ損益 84 16 

為替換算調整勘定 △1,284 － 

退職給付に係る調整額 26 28 

持分法適用会社に対する持分相当額 △202 △3 

その他の包括利益合計 △2,555 △5,036 

四半期包括利益 20,748 21,307 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 20,525 21,095 

非支配株主に係る四半期包括利益 223 211 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
  不動産事業 保険事業 

人材関連事
業 

計 

営業収益                

外部顧客への

営業収益 
93,766 2,500 14,333 110,600 7,448 118,049 － 118,049 

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高 

388 － 65 453 1,273 1,726 △1,726 － 

計 94,155 2,500 14,398 111,054 8,722 119,776 △1,726 118,049 

セグメント利益 31,127 867 411 32,405 572 32,978 △3,405 29,572 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事請負、設計・工事監理業

務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△3,405百万円には、セグメント間取引消去△41百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△3,364百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
  不動産事業 保険事業 

人材関連事
業 

計 

営業収益                

外部顧客への

営業収益 
121,115 2,439 14,269 137,823 7,421 145,245 － 145,245 

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高 

409 － 61 471 855 1,326 △1,326 － 

計 121,525 2,439 14,330 138,294 8,277 146,572 △1,326 145,245 

セグメント利益 42,731 767 312 43,812 567 44,379 △4,562 39,816 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事請負、設計・工事監理業

務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△4,562百万円には、セグメント間取引消去24百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△4,586百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「不動産事業」セグメントにおいて、収益性の低下している資産について帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半

期連結累計期間においては193百万円であります。
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